























































































































社会的孤立の有無などである。民生委員・児童委員への配票数は 88 票、回収数は 54 票で
あり、回収率は 61.36％であった。 
 本調査研究の統計解析ツールとして「IBM SPSS Statistics 23」（IBM）並びに、共起ネ




















 民生委員の属性は、男性が 62.9%（34人）であり、女性が 37%（20人）であった。年齢













たりが対応する実人員で最も多いのは、「1 人」で 18.5％であった。なお 65 歳未満の経済











































表－1 語の頻出度 上位 100位 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
生活 14 問題 2 居る 1 施設 1 親 1 定まる 1
年金 9 預金 2 拒否 1 資金 1 身体 1 底 1
現在 7 お世話 1 警察 1 時間 1 世話 1 東 1
収入 5 だめ 1 月 1 時点 1 成人 1 等 1
就職 5 アルバイト 1 原因 1 自分 1 精神疾患 1 等々 1
出来る 5 デパート名 1 言う 1 実質 1 精神障がい者 1 独居 1
困窮 4 カード 1 交通 1 社協 1 デパート名 1 入る 1
経済 3 ケース 1 公共 1 車 1 窃盗 1 入院 1
仕事 3 ゴミ 1 考える 1 借金 1 浅い 1 入居 1
思う 3 ハローワーク 1 行う 1 弱い 1 増加 1 入所 1
女性 3 パート 1 行く 1 手続き 1 息子 1 年収 1
保護 3 ○○市 1 国民 1 趣味 1 続く 1 買い物 1
安い 2 圧迫 1 困る 1 受ける 1 続ける 1 病院 1
期間 2 安心 1 困難 1 就く 1 孫 1 病気 1
市 2 医療 1 最終 1 就ける 1 他 1 病弱 1
市営住宅 2 円 1 歳 1 住 1 他人 1 不安 1
受給 2 屋敷 1 昨年 1 小犬 1 多少 1 負の連鎖 1
就労 2 夏 1 残 1 少し 1 貸付 1 福祉 1
少額 2 夏場 1 始める 1 少ない 1 担当 1 払える 1
生保 2 家計 1 子 1 消防 1 知的 1 暮らす 1
相手 2 家賃 1 子供 1 紹介 1 町内 1 抱える 1
冬 2 火事 1 支援 1 障る 1 長い 1 本人 1
冬場 2 活動 1 支給 1 状況 1 長続き 1 面接 1
灯油 2 頑張る 1 支払い 1 食費 1 賃金 1 面倒 1
別居 2 〇〇病院 1 支払う 1 申請 1 低い 1 料金 1
 
(3)経済的相談の有無 
 担当地区で経済的な相談を受けたことがあるかの有無では、「ある」が 41.51％（22 人）
であった。その中で年間実人員は、35 人あり、全体の中で 37.1%を占める。また 65 歳未
















あり、実人員は 3人であった。全体に占める割合は 5.6%であった。 
 また冬場の暖房等と子どもの衣食の困窮状況では、困窮状況に「ある」が 20.3％（11人）




人」で 60％（3人）であった。また「ある」と答えた中で 65歳未満の方は、2人であった。 
 一方で生活困窮ではなく働いてない者の有無では、「わからない」が最も多く、43.4％（23
人）であった。しかし少なからず、そのような者も「いる」という（22.6％；12人）。その






いのは、「1人」で 18.5％（10人）であった（実人員は 17人）。また 65歳未満の方で最も




あった。その中で年間実人員は 24人であり、全体の中で 33.4%を占める。 
 




















第 3 に、生活保護受給者本人の相談を 2 割が受けており、要保護者若しくはそう思われ


























 ここまで民生委員の観点から北海道 A 市の生活困窮の状況や生活困窮者を明らかにして
きた。まず、生活困窮の状況は経済的困窮のみではなく、身体的、心理的、地理的環境的
制約など社会的困窮の状況が複合化しており、それらを通じて社会的孤立が見られた。 





























































課の HP 生活保護案内 統計資料』
（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/feg/h27gaiyou03.pdf）. 
・松岡是伸（2016）「過疎積雪寒冷地域における地域住民の生活課題・困り感、社会関係資
本の実態」『開発こうほう』（641）北海道開発協会, 18-21.  
・その他北海道 A市に関する諸資料は省略した。 
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